
※毎度ありがとうございます。お申し込みはぜひ当店へ。

ご
注
文
書

お
名
前

ご
住
所 TEL ( )

セット

ゆまに書房 Tel.03（5296）0491／Fax.03（5296）0493 年 月 日

取

扱

店

四親王家実録 第Ⅲ期

有栖川宮実録 全21巻

揃定価：本体525,000円＋税 ISBN978-4-8433-5319-6 C3321

全21巻四親王家実録第Ⅲ期有栖川宮実録
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第1回配本・全3巻 揃定価：本体75,000円＋税 ISBN978-4-8433-5320-2 C3321 2018年１月刊行予定

◆第 4 巻～第 8 巻◆職
より

仁
ひと

親王実録 全5巻（分売不可） 揃定価：本体125,000円＋税 ISBN978-4-8433-5321-9

第2回配本・全5巻 揃定価：本体125,000円＋税（分売不可） ISBN978-4-8433-5321-9 C3321 2018年7月刊行予定

◆第 9巻 ～第14巻◆織
おり

仁
ひと

親王実録 全6巻（分売不可） 揃定価：本体150,000円＋税 ISBN978-4-8433-5322-6

第3回配本・全6巻 揃定価：本体150,000円＋税（分売不可） ISBN978-4-8433-5322-6 C3321 2019年1月刊行予定

◆第15巻～第17巻◆韶
つな

仁
ひと

親王実録 全3巻（分売不可） 揃定価：本体75,000円＋税 ISBN978-4-8433-5323-3

第4回配本・全3巻 揃定価：本体75,000円＋税（分売不可） ISBN978-4-8433-5323-3 C3321 2019年7月刊行予定

◆第18巻～第21巻◆幟
たか

仁
ひと

親王実録 全4巻（分売不可） 揃定価：本体100,000円＋税 ISBN978-4-8433-5324-0

第5回配本・全4巻 揃定価：本体100,000円＋税（分売不可） ISBN978-4-8433-5324-0 C3321 2020年1月刊行予定

本
書
の
内
容
と
特
徴

『
四
親
王
家
実
録
』と
は

伏
見
宮
・
桂
宮
・
有
栖
川
宮
・
閑
院
宮
の
四
宮
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
血
統
を
天
皇
に
承

け
、
代
々
親
王
宣
下
を
受
け
て
宮
家
を
世
襲
し
て
き
た
。
歴
史
的
に
は
、
宮
家
よ
り

皇
統
を
継
い
だ
場
合
や
逆
に
皇
子
に
し
て
宮
家
を
継
い
だ
場
合
も
あ
り
、
四
親
王
家

と
天
皇
家
の
関
係
は
き
わ
め
て
密
接
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、『
天
皇
皇
族
実

録
』
に
各
宮
家
に
属
す
る
皇
族
の
事
蹟
を
併
載
す
る
こ
と
は
、
困
難
か
つ
相
応
し
く

な
い
と
言
う
こ
と
で
『
天
皇
皇
族
実
録
』
編
修
の
際
に
別
に
『
四
親
王
家
実
録
』
の

編
修
が
予
定
さ
れ
、
四
親
王
家
に
属
す
る
皇
族
の
実
録
は
省
か
れ
た
。

『
四
親
王
家
実
録
』の
成
立

『
天
皇
皇
族
実
録
』
の
印
刷
が
完
了
し
た
一
ヶ
月
後
の
昭
和
一
九
年
八
月
か
ら
『
四

親
王
家
実
録
』
の
編
修
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
当
初
の
意
図
か
ら
当
然
の
成
り
行
き

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
敗
戦
を
迎
え
事
業
は
中
止
と
な
っ
た
。
戦
後
『
貞

明
皇
后
実
録
』、『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
の
編
修
完
了
を
経
て
昭
和
四
〇
年
四
月
に
事

業
が
再
開
さ
れ
た
が
、『
明
治
天
皇
紀
』
公
刊
事
業
に
よ
り
ま
た
も
や
編
修
が
遅
れ
、

よ
う
や
く
昭
和
五
九
年
三
月
編
修
事
業
が
終
了
し
た
。
幕
末
維
新
の
際
に
伏
見
宮
家

か
ら
独
立
し
た
宮
家
の
皇
族
に
つ
い
て
は
、『
明
治
以
後
皇
族
実
録
』
と
し
て
後
に

編
修
さ
れ
た
。

『
天
皇
皇
族
実
録
』を
補
完

『
天
皇
皇
族
実
録
』
で
省
か
れ
て
い
た
、
各
宮
家
に
属
す
る
皇
族
の
事
蹟
で
あ
る

『
四
親
王
家
実
録
』
の
公
刊
に
よ
り
、
真
の
意
味
で
の
『
天
皇
皇
族
実
録
』
の
完
成

と
な
る
。

近
世
公
家
社
会
研
究
に
有
益

近
世
に
書
か
れ
た
未
公
刊
の
日
記
を
大
量
に
含
ん
で
お
り
、
近
世
公
家
社
会
研
究
に

も
大
変
有
意
義
で
あ
る
。

解
説

『
四
親
王
家
実
録
第
Ⅰ
期
伏
見
宮
実
録
』
の
最
終
巻
に
解
説
を
収
録
。

監
修吉

岡
眞
之

藤
井
讓
治

岩
壁
義
光

『
天
皇
皇
族
実
録
』の
真
の
意
味
で
の
完
成
を
期
し
、

『
四
親
王
家
実
録
』を
は
じ
め
て
公
刊
。

既
刊
・
続
刊

◆第Ⅰ期◆伏見宮実録 全19巻 既刊●揃定価：本体475,000円＋税 ISBN978-4-8433-4791-1 C3321

◆第Ⅱ期◆桂宮実録 全 7 巻 既刊●揃定価：本体175,000円＋税 ISBN978-4-8433-5102-4 C3321

◆第Ⅳ期◆閑院宮実録 全2回配本予定……………………………2020年7月～2021年1月刊行予定

◆第1巻◆好
よし

仁
ひと

親王実録 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-5325-7

◆第2巻◆幸
ゆき

仁
ひと

親王実録 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-5326-4

◆第3巻◆正
ただ

仁
ひと

親王実録 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-5327-1

▼
関
連
企
画
▲

天皇皇族実録 全135巻 A5判上製・函入

藤井讓治／吉岡眞之 監修 ●揃定価：本体2,497,500円＋税

近世有栖川宮歴代行実集成 全7巻

岩壁義光 監修・解題 A5判上製・函入

●揃定価：本体155,000円＋税 ISBN978-4-8433-4099-8 C3321

「明治天皇紀」談話記録集成 全9巻

堀口 修 監修・編集 A5判上製

●揃定価：本体144,000円＋税 ISBN978-4-8433-0901-8 C3321

大正天皇実録 補訂版
宮内省図書寮 編修／岩壁義光 補訂 全6巻＋別巻1
●揃定価：本体65,800円＋税菊判上製・函入ISBN978-4-8433-5038-6 C3321
◆第一◆ 明治12年～明治33年／御幼少・皇太子時代 発売中

◆第二◆ 明治34年～明治40年／御結婚後の皇太子時代前期 発売中

◆第三◆ 明治41年～明治44年／御結婚後の皇太子時代後期
◆第四◆ 明治45年・大正元年～大正4年／天皇時代前期
◆第五◆ 大正5年～大正9年／天皇時代中期
◆第六◆ 大正10年～昭和2年／天皇時代後期 ◆別巻◆ 索引・解説

＊各巻定価：第一～第六＝本体8,800円＋税／別巻＝本体13,000円＋税

●
有
栖
川
宮

有
栖
川
宮
は
、
近
世
に
世
襲
が
許
さ
れ
た
四
親
王
家
の
一
つ
で
あ
る
。
始
祖
は
後
陽
成
天
皇
第
七
皇
子
好よ

し

仁ひ
と

親
王
。
最
初
、

高
松
宮
を
称
し
た
が
、
第
三
代
幸ゆ

き

仁ひ
と

親
王
の
と
き
に
有
栖
川
宮
と
改
称
。
第
五
代
職よ

り

仁ひ
と

親
王
は
「
有
栖
川
流
」
書
法
を
創

始
、
歌
道
に
も
秀
で
、
以
後
、
当
主
は
天
皇
の
書
道
・
歌
道
師
範
を
務
め
、
将
軍
家
・
水
戸
徳
川
家
を
は
じ
め
有
力
大
名

の
姻
戚
と
も
な
る
。
第
八
代
幟た

か

仁ひ
と

親
王
は
国
事
に
奔
走
す
る
一
方
、
書
法
の
「
有
栖
川
流
」
を
大
成
。
第
九
代
熾た

る

仁ひ
と

親
王
、

実
弟
の
第
十
代
威た

け

仁ひ
と

親
王
は
明
治
国
家
建
設
期
に
軍
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
特
に
威
仁
親
王
は
明
治
天
皇
の
信
頼
厚
く
、

大
正
天
皇
の
皇
太
子
時
代
、
東
宮
輔
導
と
し
て
養
育
に
あ
た
っ
た
が
、
威
仁
親
王
の
王
子
栽た

ね

仁ひ
と

王
の
早
世
に
よ
り
嗣
子
は

絶
え
、
威
仁
親
王
妃
慰
子
の
死
後
、
有
栖
川
宮
は
廃
絶
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
大
正
天
皇
の
特

旨
に
よ
り
大
正
天
皇
第
三
王
子
宣
仁
親
王
が
高
松
宮
の
称
号
を
与
え
ら
れ
、
祭
祀
を
継
承
し
た
。

後水尾天皇

幸仁親王
（有栖川宮と改称）

好仁親王
（高松宮と称す）

後陽成天皇

職仁親王

織仁親王

韶仁親王

幟仁親王

良仁親王
（後西天皇）

明子女王後光明天皇 霊元天皇

幸子女王東山天皇

職仁
親王

明治天皇

大正天皇

昭和天皇

～～

董子女王 近衛経■

喬子女王 徳川家慶 吉子女王 徳川斉昭

幟子女王 徳川慶篤 徳川慶喜

高松宮

利子女王 伏見宮貞愛親王

実枝子女王栽仁王 徳川慶久

威仁親王

①

②

③

⑤

⑥

⑦

⑧

⑩

喜久子

熈
凖

※有栖川宮の系図は、『四親王家実録総目次附四親王家系図』によりました。
※有栖川宮継承を主としたため、系図表記の一般例に則してない部分があります。

正仁親王
④

熾仁親王
⑨

第
Ⅲ
期

有
栖
川
宮
実
録
全
21
巻

四
親
王
家
実
録

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵

 



●

職
仁
親
王
〔
よ
り
ひ
と
・
し
ん
の
う
〕

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
〜
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

霊
元
天
皇
の
第
一
七
皇
子
。
は
じ
め
明
宮
と
号
す
る
。
嗣
子
無
く
薨
去
し
た
正
仁

親
王
の
遺
命
に
よ
り
有
栖
川
宮
の
継
嗣
と
な
る
。
享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
親
王

宣
下
。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
烏
丸
光
栄
よ
り
和
歌
の
奥
義
を
伝
授
さ
れ
る
。

以
後
、
桃
園
・
後
桜
町
・
後
桃
園
と
三
代
に
亙
り
天
皇
の
歌
道
師
範
を
務
め
る
。
歌
学
の
門
人
は
二
百
数

十
名
を
数
え
、
門
人
表
（『
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
行
実
』
に
附
載
）
に
は
著
名
な
和
学
者
谷
川
士
清
・
富
士
谷

成
章
ら
の
名
が
見
え
る
。
父
霊
元
天
皇
直
伝
の
筆
法
（
所
謂
「
御
宸
翰
流
」）
に
独
特
の
工
夫
を
加
え
た
書

を
創
始
し
、
の
ち
有
栖
川
流
と
称
さ
れ
る
。

●

織
仁
親
王
〔
お
り
ひ
と
・
し
ん
の
う
〕

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
〜
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）

父
は
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
。
母
は
家
女
房
後
藤
氏
。
寿
手
宮
と
号
す
る
。
落
飾
後

は
龍
淵
と
号
し
た
。
宝
暦
一
二
年
桃
園
天
皇
の
猶
子
と
な
り
、
同
一
三
年
に
親
王

宣
下
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
後
桜
町
天
皇
よ
り
和
歌
の
奥
義
を
伝
授
さ
れ
、

翌
七
年
よ
り
地
下
門
人
の
稽
古
始
当
座
を
催
す
。
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
に
は
御
内
和
歌
御
会
始
を

復
旧
す
る
な
ど
歌
道
に
励
み
、
歌
学
の
門
人
は
百
二
十
名
を
数
え
た
。
書
道
・
歌
学
を
有
栖
川
宮
の
家
学

と
し
て
確
立
す
る
と
と
も
に
、
富
裕
な
畿
内
郷
士
を
家
臣
に
加
え
、
薬
種
商
に
紋
章
の
使
用
を
許
す
な
ど

経
済
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
た
。

●

韶
仁
親
王
〔
つ
な
ひ
と
・
し
ん
の
う
〕

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
〜
弘
化
二
年
（
一
八
四
四
）

父
は
有
栖
川
宮
織
仁
親
王
。
母
は
家
女
房
高
木
氏
。
は
じ
め
若
宮
と
号
す
る
。
文

化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
光
格
天
皇
猶
子
と
な
り
、
翌
五
年
親
王
宣
下
。
姉
妹
に
将

軍
徳
川
家
慶
室
、
水
戸
徳
川
斉
昭
室
。
騎
馬
・
楊
弓
・
蹴
鞠
等
武
技
を
好
む
と
と

も
に
、
文
化
八
年
に
有
栖
川
宮
流
書
道
を
相
伝
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
は
光
格
上
皇
よ
り
和
歌
の

奥
義
の
伝
授
を
受
け
、
諸
家
和
歌
の
添
削
を
許
さ
れ
る
。
以
後
、
家
学
の
維
持
に
努
め
る
一
方
、
幕
府
の

助
成
を
も
と
に
京
都
町
奉
行
所
管
内
の
農
・
商
・
寺
社
に
貸
付
け
を
行
い
、
有
栖
川
宮
の
窮
乏
打
開
を
図

っ
た
。

●

幟
仁
親
王
〔
た
か
ひ
と
・
し
ん
の
う
〕

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
〜
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）

父
は
有
栖
川
宮
韶
仁
親
王
。
母
は
豊
島
勝
子
（
近
習
島
岡
氏
の
女
）。
は
じ
め
八
穂
宮

と
号
す
る
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
光
格
天
皇
猶
子
と
な
り
、
翌
年
親
王
宣
下
。

子
女
に
水
戸
徳
川
慶
篤
室
、
井
伊
直
憲
（
大
老
井
伊
直
弼
次
男
）
室
。
家
臣
に
飯
田

忠
彦
（
安
政
大
獄
で
自
害
）、
歌
道
門
人
に
毛
利
慶
親
（
長
州
藩
主
）
が
い
る
。
ま
た
、
嗣
子
熾
仁
親
王
が
皇

女
和
宮
の
婚
約
者
で
あ
っ
た
た
め
、
和
宮
の
将
軍
家
降
嫁
の
一
方
の
当
事
者
と
な
る
。
元
治
元
年
（
一
八

六
四
）
に
は
国
事
御
用
掛
に
叙
せ
ら
れ
る
が
、
禁
門
の
変
に
際
し
長
州
藩
を
擁
護
し
た
た
め
蟄
居
謹
慎
と

な
る
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
陸
海
軍
掛
を
内
示
さ
れ
る
も
固
辞
、
以
後
は
神
道
教
導
職
総
裁
・
皇
典

研
究
所
総
裁
を
務
め
、
明
治
天
皇
に
書
道
を
教
授
し
た
。
終
生
髷
を
切
ら
ず
洋
装
を
拒
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

「四親王家」各実録をはじめて公刊。『天皇皇族実録』に記述のない部分を埋める唯一の資料。

さ
き
に
刊
行
さ
れ
た
『
天
皇
皇
族
実
録
』
に
引
き
続

い
て
、
そ
の
続
編
と
も
い
う
べ
き
『
四
親
王
家
実
録
』

が
復
刻
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四
親
王
家
と
は
、
中
世
後
期
に
創
設
さ
れ
た
伏
見
宮

家
を
始
め
、
近
世
初
〜
中
期
に
か
け
て
設
立
さ
れ
た
八

条
宮
（
後
に
常
磐
井
宮
、
京
極
宮
、
桂
宮
と
改
称
）、
高
松

宮
（
後
に
有
栖
川
宮
と
改
称
）、
閑
院
宮
を
総
称
す
る
名
称

で
あ
る
。
四
親
王
家
は
、
当
初
必
ず
し
も
皇
統
維
持
の

観
点
で
設
立
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
遅
く
と

も
近
世
中
期
こ
ろ
か
ら
、
皇
位
継
承
の
危
機
に
備
え
る

た
め
と
す
る
認
識
が
次
第
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
各
宮

家
の
代
々
当
主
は
天
皇
の
猶
子
あ
る
い
は
養
子
と
な
っ

て
親
王
宣
下
を
受
け
て
親
王
と
な
り
、
皇
位
継
承
に
備

え
つ
つ
近
世
末
期
に
及
ん
だ
。

四
親
王
家
と
天
皇
家
の
関
係
は
こ
の
よ
う
に
密
接
で

あ
り
、『
四
親
王
家
実
録
』
も
ま
た
『
天
皇
皇
族
実
録
』

の
一
環
と
し
て
編
修
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
四
親
王
家
代
々
の
親
王
お
よ
び
そ
の
妃
・

王
子
女
等
の
事
蹟
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
に
当
た
る
天
皇

の
実
録
に
組
み
込
む
こ
と
に
な
れ
ば
、
実
録
の
様
態
・

内
容
が
き
わ
め
て
複
雑
な
も
の
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
四
親
王
家
の
実
録
に
つ
い
て
は

『
天
皇
皇
族
実
録
』
と
は
別
に
『
四
親
王
家
実
録
』
と
し

て
編
修
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
四
親
王
家
実
録
』
の
体
裁
は
『
天
皇
皇
族
実
録
』
に

な
ら
い
、
親
王
家
ご
と
に
編
年
綱
目
体
で
編
修
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
年
月
日
ご
と
に
ま
ず
綱
文
を
立
て
、

そ
の
後
に
綱
文
の
根
拠
と
な
る
史
料
を
配
列
す
る
。
引

用
史
料
は
各
宮
家
当
主
の
日
記
、
宮
家
の
家
職
に
関
す

る
日
誌
を
始
め
、
公
家
日
記
、
関
連
寺
社
の
記
録
類
、

ま
た
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
国
立

公
文
書
館
内
閣
文
庫
・
近
衛
家
陽
明
文
庫
な
ど
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
信
頼
性
の
高
い
史
料
を
広
く
収
集
し
掲
載

し
て
い
る
。
引
用
史
料
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
も
の
も
多
く
含
ん
で
お
り
、『
四
親
王
家
実
録
』
が

と
り
わ
け
近
世
を
中
心
と
す
る
公
家
社
会
史
研
究
に
資

す
る
点
は
少
な
く
な
い
。

『
四
親
王
家
実
録
』
は
宮
内
省
図
書
寮
に
お
い
て
一
九

四
四
（
昭
和
一
九
）
年
当
初
の
紀
事
本
末
体
の
体
裁
か
ら

編
年
綱
目
体
へ
の
組
み
替
え
作
業
が
始
め
ら
れ
た
が
、

一
九
四
五
年
の
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
に
と
も
な
い
、

編
修
事
業
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一

九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
は

『
四
親
王
家
実
録
』
の
編
修
を
新
事
業
と
し
て
開
始
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
が
、
翌
年
明
治
百
年
記
念
準
備
会
議

が
『
明
治
天
皇
紀
』
の
公
刊
を
決
め
、
宮
内
庁
編
修
課

が
こ
れ
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
同
課

で
は
二
つ
の
大
き
な
事
業
を
並
行
し
て
進
め
る
こ
と
と

な
り
、
当
初
の
編
修
計
画
は
大
幅
に
遅
延
し
た
が
、
一

九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
三
月
に
い
た
り
『
四
親
王
家
実

録
』
は
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
。

『
四
親
王
家
実
録
』
に
は
四
〇
七
名
の
皇
族
の
事
蹟
が

二
九
四
冊
に
ま
と
め
て
収
載
さ
れ
、
総
目
次
・
系
図
一

冊
が
添
え
ら
れ
た
。
ま
た
別
に
実
録
本
編
よ
り
綱
文
を

抄
出
し
た
抄
出
本
五
部
（
一
部
三
三
冊
）
が
作
成
さ
れ
た
。

宮
家
ご
と
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

総
目
次
・
系
図

一
冊

伏
見
宮
家
　
　
　
二
四
七
名

一
二
九
冊

桂
宮
家
　
　
　
　
三
七
名

三
五
冊

有
栖
川
宮
家
　
　
七
五
名

九
〇
冊

閑
院
宮
家
　
　
　
四
八
名

四
〇
冊

『
伏
見
宮
実
録
』
か
ら
順
次
刊
行
し
、
今
回
は
第
Ⅲ
期

と
し
て
『
有
栖
川
宮
実
録
』
を
全
五
回
に
分
け
て
刊
行

す
る
。
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
ん
こ
と
を
切
に
願
っ

て
い
る
。

刊行のことば

藤井讓治
FUJII Joji

吉岡眞之
YOSHIOKA Masayuki

岩壁義光
IWAKABE Yoshimitsu

四
親
王
家
と
親
王
宣
下
に
つ
い
て

元
来
、
親
王
と
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
制

定
の
大
宝
継
嗣
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
、
天
皇

の
兄
弟
・
皇
子
を
表
す
呼
称
（
姉
妹
・
皇
女
は
内

親
王
）
で
あ
る
。
し
か
し
平
安
時
代
以
降
は
皇
族

の
臣
籍
降
下
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
一
方
、
天
皇

の
兄
弟
姉
妹
、
皇
子
女
で
も
親
王
宣
下
を
受
け

な
け
れ
ば
親
王
・
内
親
王
を
称
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
親
王
宣
下
の
対
象
は
次
第
に
拡

大
し
て
い
っ
た
。
か
く
し
て
鎌
倉
時
代
後
期
に

は
五
辻
宮
、
常
盤
井
宮
、
木
寺
宮
な
ど
、
当
主

が
親
王
宣
下
を
蒙
っ
て
宮
家
の
称
号
を
代
々
継

承
す
る
世
襲
親
王
家
が
成
立
し
た
。
し
か
し
こ

れ
ら
の
宮
家
は
室
町
時
代
中
・
後
期
に
は
姿
を

消
し
た
。

四
親
王
家
は
世
襲
親
王
家
の
延
長
上
に
位
置

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
室
町
時
代
に
は
ま
ず
崇

光
天
皇
（
北
朝
第
三
代
）
の
第
一
皇
子
栄
仁
親
王

を
祖
と
す
る
伏
見
宮
家
が
成
立
し
、
つ
い
で
室

町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
か
け
て
正

親
町
天
皇
の
皇
孫
智
仁
親
王
に
始
ま
る
八
条
宮

家
（
後
に
常
磐
井
宮
、
京
極
宮
、
桂
宮
と
改
称
）、

後
陽
成
天
皇
の
皇
子
好
仁
親
王
を
祖
と
す
る
高

松
宮
（
後
に
有
栖
川
宮
と
改
称
）、
東
山
天
皇
の
皇

子
直
仁
親
王
を
初
代
と
す
る
閑
院
宮
が
成
立
し

た
。
こ
れ
ら
の
親
王
家
は
後
に
四
親
王
家
と
総

称
さ
れ
た
。
各
宮
家
の
歴
代
当
主
は
お
お
む
ね

天
皇
・
上
皇
の
養
子
も
し
く
は
猶
子
と
し
て
親

王
宣
下
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宮
家
を
継
承
し

つ
つ
幕
末
に
及
ん
だ
。

有
栖
川
宮
歴
代
親
王
略
歴
（
作
成
・
ゆ
ま
に
書
房
編
集
部
）

※
肖
像
は
「
後
西
天
皇
像
」（
京
都
市
泉
涌
寺
所
蔵
）
を
除
き
、
す
べ
て
『
有
栖
川
宮
歴
代
行
実
』
よ
り
転
載
。

五

好
仁
親
王
実
録

一

『
有
栖
川
宮
歴
代
行
実
』と『
有
栖
川
宮
実
録
』の
違
い
に
つ
い
て

弊
社
で
は
、
す
で
に
『
近
世
有
栖
川
宮
歴
代
行
実
』
全
七
巻
（
岩
壁
義
光
監
修
・
解
題
二
〇
一
二
年
一
一
月
刊
）
を
上
梓
し
て
い
る
が
、
本
書
と
の
資
料
的
な
違
い
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
有
栖
川
宮
歴
代
行
実
」
は
、
有
栖
川
宮
の
祭
祀
を
継
承
し
た
高
松
宮
宣
仁
親
王
が
、
有
栖
川
宮
の
事
績
を
正
確
に
後
世
に
伝
え
た
い
と
い
う
趣
旨
で
編
ま
れ
た
い
わ
ゆ
る
伝
記
で
あ

る
。
史
料
は
散
文
の
叙
述
の
中
に
一
段
下
げ
や
カ
ッ
コ
で
括
ら
れ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
引
用
以
外
の
記
述
に
つ
い
て
依
拠
し
た
史
料
に
は
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た

の
か
を
「
行
実
」
か
ら
は
調
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
歴
代
の
有
栖
川
宮
各
親
王
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
は
、
年
表
も
附
さ
れ
て
い
る
の
で
、
簡
単
に
そ
の
生
涯
や
事
蹟
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、「
有
栖
川
宮
実
録
」
は
、
他
の
「
四
親
王
家
実
録
」
同
様
、
歴
代
親
王
の
重
要
な
出
来
事
の
日
を
選
び
、
そ
の
日
ご
と
に
何
が
主
要
記
事
か
を
綱
文
と
言
わ
れ
る
概
ね
五
〇
字
以

内
の
短
文
で
表
記
し
、
実
際
の
出
来
事
は
綱
文
に
続
く
典
拠
史
料
に
よ
り
表
現
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
研
究
者
が
史
料
か
ら
実
態
を
読
み
解
く
場
合
、
圧
倒
的
に
「
実

録
」
の
方
が
有
用
で
あ
る
。
ま
た
、
綱
文
の
み
を
連
続
し
て
読
め
ば
、
各
親
王
の
生
涯
を
概
観
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
綱
文
に
は
採
用
さ
れ
ず
、
諸
説
あ
る
場
合
、
考
察

の
対
象
と
し
た
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
史
料
か
ら
新
た
な
事
蹟
を
読
み
解
く
こ
と
も
で
き
る
の
が
「
実
録
」
の
お
も
し
ろ
さ
で
も
あ
る
。

●

好
仁
親
王
〔
よ
し
ひ
と
・
し
ん
の
う
〕

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
〜
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）

後
陽
成
天
皇
の
第
七
皇
子
。
は
じ
め
七
宮
、
後
に
三
宮
と
称
さ
れ
る
。
慶
長
一
七
年
親
王
宣
下
。
寛
永
二

年
に
高
松
宮
の
宮
号
を
賜
わ
る
。
寛
永
四
年
高
仁
親
王
（
母
・
徳
川
和
子
）
誕
生
祝
賀
の
た
め
、
同
九
年

徳
川
秀
忠
薨
去
の
弔
問
の
た
め
江
戸
に
下
向
。
同
七
年
、
秀
忠
養
女
・
寧
子
を
妃
と
す
る
が
、
同
一
五
年

嗣
子
が
無
い
ま
ま
薨
去
。
甥
の
良
仁
親
王
（
後
水
尾
天
皇
の
第
七
皇
子
〔『
良
仁
親
王
行
実
』
に
よ
る
〕。
後
の

後
西
天
皇
）
が
継
嗣
と
な
る
。
後
西
天
皇
の
代
に
宮
号
が
高
松
宮
か
ら
有
栖
川
宮
へ
改
め
ら
れ
た
た
め
、

同
宮
の
祖
と
さ
れ
る
。

●

良
仁
親
王
（
後
西
天
皇
）〔
な
が
ひ
と
・
し
ん
の
う
（
ご
さ
い
・
て
ん
の
う
）〕

寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
〜
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）

後
水
尾
天
皇
の
第
七
皇
子
。
秀
宮
と
称
さ
れ
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
高
松
宮
を

継
承
。
翌
慶
安
元
年
に
親
王
宣
下
、
同
四
年
高
松
宮
好
仁
親
王
の
王
女
を
娶
る
。

承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
後
光
明
天
皇
が
実
子
無
く
崩
御
し
、
養
嗣
子
・
識さ

と

仁ひ
と

親

王
も
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
、
皇
弟
で
あ
る
良
仁
親
王
が
践
祚
。
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）、
在
位
十
年
で
識

仁
親
王
（
霊
元
天
皇
）
に
譲
位
。
同
七
年
、
長お

さ

仁ひ
と

親
王
（
第
一
皇
子
）
に
八
條
宮
（
後
の
桂
宮
）
を
継
承
さ

せ
、
幸ゆ

き

仁ひ
と

親
王
（
第
二
皇
子
）
を
高
松
宮
継
嗣
に
定
め
る
。
同
一
二
年
、
後
水
尾
法
皇
の
命
に
よ
り
宮
号

を
高
松
か
ら
有
栖
川
に
改
め
る
。
後
西
院
の
追
号
は
、
兄
の
跡
を
襲
い
、
甥
に
譲
位
し
た
淳
和
天
皇
（
別

称
・
西
院
天
皇
）
に
因
ん
で
い
る
。
事
蹟
は
『
後
西
天
皇
実
録
』
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

●

幸
仁
親
王
〔
ゆ
き
ひ
と
・
し
ん
の
う
〕

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
〜
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）

後
西
天
皇
の
第
二
皇
子
。
は
じ
め
二
宮
、
後
に
多
嘉
宮
と
称
さ
れ
る
。
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
高
松
宮
を
継
承
、
同
九
年
に
親
王
宣
下
。
同
一
二
年
有
栖
川
宮
に
改

称
さ
れ
る
。
謡
や
能
楽
、
牡
丹
の
栽
培
を
好
み
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
霊
元

天
皇
よ
り
能
書
方
伝
授
、
元
禄
二
年
に
は
飛
鳥
井
雅
豊
か
ら
蹴
鞠
免
許
。
同
年
、
徳
川
光
圀
編
『
扶
桑
拾

葉
集
』
の
序
文
を
記
し
て
い
る
。
同
七
年
に
伏
見
宮
貞
致
親
王
の
薨
去
に
よ
り
若
く
し
て
四
親
王
家
の
長

老
と
な
る
が
、
自
身
も
五
年
後
に
薨
去
。

●

正
仁
親
王
〔
た
だ
ひ
と
・
し
ん
の
う
〕

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
〜
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）

父
は
有
栖
川
宮
幸
仁
親
王
。
母
は
家
女
房
児
島
氏
。
多
嘉
宮
と
号
す
る
。
宝
永
五

年
（
一
七
〇
八
）
に
東
山
天
皇
猶
子
と
な
り
、
同
年
親
王
宣
下
。
宝
永
四
年
に
は
家

蔵
の
後
西
天
皇
画
像
を
複
製
し
泉
涌
寺
へ
奉
納
。
同
寺
が
護
持
す
る
歴
代
天
皇
肖

像
の
内
、
唯
一
欠
け
て
い
た
後
西
天
皇
の
御
影
を
補
完
す
る
。
宝
永
七
年
に
前
将
軍
綱
吉
の
養
女
・
竹
姫

（
綱
吉
側
室
寿
光
院
の
姪
）
と
婚
約
す
る
が
、
親
王
が
薨
去
し
た
た
め
輿
入
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

◆

本
文
見
本
◆
約
46
％
に
縮
小
し
て
あ
り
ま
す
。『
好
仁
親
王
実
録
』
よ
り
。

四

慶長
八
年
三
月


